履　　　歴　　　書

〔甲　号〕　　（記入上の注意）

1 学業は、小学校卒業以降について年月日順にもれなく記入し、卒業、修了、中退は該当のものを○で囲むこと。
2 免許状の種類は、小専、中１、高１、特１、養教２のように略記すること。

	EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふりがな),氏名)
	おたる　　はなこ
小　樽　　花　子
	性別
	男・女
	令和３年３月撮影

	
	
	
	
	　写　　　　　　真
　　（のりづけ）

	旧氏名
	花　園　　花　子

	

	生年月日
	昭和５１年５月１日


	

	本籍地
	北海道○○市○○○○○○○○○番○号

	

	現住所
	○○県○○市○○丁目○○番地○○

	

	学

歴
	学　校・学　部・学　科
	修業期間
	卒業・修了・中退

	
	○○市立○○○　小学校
	平成元年3月31日

	第　６　学年　　卒　業

	
	○○市立○○○　中学校
	自 H元年4月1日

至 H4年3月31日
	　　　　　　　　　卒　業
　第　３　学年　　修　了

　　　　　　　　　中　退

	
	北海道○○○　高等学校
	自 H4年4月1日

至 H7年3月1日
	　　　　　　　　　卒　業

　第　３　学年　　修　了

　　　　　　　　　中　退

	
	○○○○　専門学校
	自 H7年4月1日

至 H9年3月31日
	　　　　　　　　　卒　業

　第  ２　学年　　修　了

　　　　　　　　　中　退

	
	○○○○　短期大学
	自 H10年4月1日

至 H12年3月20日
	　　　　　　　　　卒　業

　第　２　学年　　修　了

　　　　　　　　　中　退

	
	○○大学（通教、３年次編入）

	自 H12年4月1 日

至 H15年3月31日
	　　　　　　　　　卒　業

　第　４　学年　　修　了

　　　　　　　　　中　退

	
	○○大学大学院修士課程

	自 H15年4月1日

至 H17年3月31日
	　　　　　　　　　卒　業

　第　２　学年　　修　了

　　　　　　　　　中　退

	免

許

状
	種　　類
	教科（科目）
	番　　　号
	授与年月日
	授与権者
	有効期間又は修了確認期限

	
	中１
	英　　語
	○○○第○○○○号
	１５．３．３１
	○○○教育委員会
	３４．３．３１

	
	高１
	英　　語
	○○○第○○○○号
	１５．３．３１
	○○○教育委員会
	３４．３．３１


	
	高専修
	英　　語
	○○○第○○○○号
	１５．３．３１
	○○○教育委員会
	３４．３．３１

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


〔乙　号〕　　（記入上の注意）

①　「職歴・賞罰・その他」の欄には、任免、給与、賞罰その他辞令を受けたもの（民間である場合を含む。）は辞令面どおり明確に記入するとともに、家業（職業名も記入）、家事、無職についても記入し、履歴上空白のないようにすること。

また、無職以外の前歴については、職名及び職務内容を必ず記入すること。

②　「発令機関」の欄には、公務員である場合の発令権者（民間の場合は、採用先の住所、会社等の名称、代表者職氏名）等を記入のこと。

	年　月　日
	職歴・賞罰・その他
	退　職

理　由
	発令機関

	
	職　名
	職務内容（具体的、詳細に）
	
	

	自    H9・4・1
至    H10・3・31
	○○○○予備校
	
	

	
	学生
	
	
	

	自    H12・4・1
至    H15・3・31
	○○商店（個人）
	大学院へ進学のため
	○○○○

○○○○

	
	事務員
	経理事務
	
	

	自    H17・4・1
至    H17・8・25
	株式会社　北海道商会
	結婚のため
	○○○○

○○○○

	
	店員
	レストラン北国札幌店　ウェイトレス
	
	

	自    H17・8・26
至    H18・3・31
	無職
	
	

	
	
	
	
	

	自    H18・4・1
至    H19・3・31
	○○塾講師
	○○県の教員に採用のため
	○○○○

○○○○

	
	講師
	○○○○
	
	

	自    H19・4・1
至    R4・3・31
	○○県○○市立○○中学校
	北海道の教員に採用のため
	○○県教育委員会

	
	教諭
	英語
	
	

	自       ・   ・
　 　 至       ・   ・
	
	
	

	
	
	
	
	

	自       ・   ・
　 　 至       ・   ・
	
	
	

	
	
	
	
	


　この履歴書に記載した事項は、事実であることを確認し、もし記載事項に虚偽の事項が判明した場合は、いかなる処置を受けても異存ありません。

令和 ４ 年 ○ 月○○ 日

署　　名　　小 樽　花 子   
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